
士
官
と
の
世
話
ば
な
し
の
中
で
、
ソ
連
で
は
一
般
の
人
た
ち
が

五
、
六
人
以
上
集
ま
っ
た
席
で
自
由
な
話
は
で
き
な
い
、
だ
れ

が
ゲ
ー
ペ
ー
ウ
ー
（
特
別
警
察
）
で
あ
る
か
不
明
ゆ
え
な
り
、

労
働
時
間
に
は
た
だ
与
え
ら
れ
た
ノ
ル
マ
を
消
化
す
る
だ
け
で
、

自
由
が
束
縛
さ
れ
て
い
る
と
こ
ぼ
し
て
い
た
。

二
十
一
年
の
夏
ご
ろ
よ
り
よ
う
や
く
生
活
面
も
落
ち
着
い
て

き
た
。
熱
滅
菌
で
シ
ラ
ミ
も
な
く
な
り
、
軍
医
さ
ん
も
薬
剤
の

面
で
大
分
楽
に
な
っ
た
。
冬
期
間
に
同
じ
職
場
の
衛
生
兵
が
風

土
病
の
熱
病
に
か
か
り
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

誠
に
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
自
分
が
な
け
な
し
の
ビ
タ
カ
ン
フ

ル
の
注
射
を
し
な
が
ら
脈
を
と
り
、
最
期
を
看
取
っ
た
こ
と
が

悪
夢
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

当
時
は
敗
戦
の
ど
さ
く
さ
で
、

最
悪
の
状
況
の
中
で
の
作
業
で
、
日
常
の
業
務
に
追
わ
れ
る
毎

日
で
あ
っ
た
。
苦
し
い
生
活
に
も
よ
う
や
く
な
れ
、
作
業
日
程

も
安
定
し
て
き
た
。
病
室
内
の
患
者
も
平
均
し
て
病
状
が
平
静

に
な
っ
て
き
た
。
保
育
大
隊
も
体
力
が
付
い
て
、
缶
詰
工
場
へ

の
ラ
ボ
ー
タ
ー
に
通
勤
で
き
る
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
一
時

は
衛
生
兵
も
駆
り
出
さ
れ
て
ラ
ボ
ー
タ
ー
に
出
た
こ
と
も
あ
っ

た
。

二
十
二
年
七
月
、
保
育
患
者
と
と
も
に
ダ
モ
イ
の
帰
還
命
令

が
出
て
、
い
よ
い
よ
夢
に
も
見
た
故
国
へ
と
出
発
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
幾
た
び
か
死
線
を
越
え
て
の
帰
還
で
、
ナ
ホ
ト
カ
港

よ
り
迎
え
の
永
禄
丸
に
乗
船
し
た
。
日
本
海
を
渡
り
舞
鶴
港
に

入
っ
た
と
き
の
海
の
青
さ
、
八
月
六
日
、
平
引
揚
げ
桟
橋
に
上

陸
し
た
と
き
の
感
激
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
余
り

に
も
多
い
綱
渡
り
の
不
思
議
な
生
還
で
あ
っ
た
。
一
歩
間
違
え

ば
銃
弾
で
倒
れ
て
お
り
、

ま
た
熱
病
で
倒
れ
て
こ
の
世
に
な
く
、

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
レ
ベ
ス
島
で
船
と
と
も
に
戦
死
し
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。
不
思
議
な
生
還
で
あ
っ
た
。

追
憶
の
■
琿
・
ブ
ラ
ゴ
エ
　 

福
井
県
　
林
俊
男
　 

①
　
敗
戦
も
色
濃
い
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
日
、
中
部
第
三
六

部
隊
に
現
役
入
隊
し
、
十
月
二
十
五
日
早
朝
、
防
寒
被
服
を
支

給
さ
れ
部
隊
を
出
発
で
あ
る
。
雑
の
う
、
水
筒
（
竹
筒
）

、
地
下

足
袋
と
い
う
情
け
な
い
姿
で
京
都
の
東
本
願
寺
に
集
結
。

京
都
、



津
師
団
の
兵
隊
と
合
流
、
軍
用
列
車
に
て
出
発
。

山
陽
本
線
を
一
路
南
下
。
兵
隊
受
領
の
下
士
官
の
話
に
よ
れ

ば
、
博
多
に
て
乗
船
の
予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
都
合
に

よ
り
下
関
下
車
、
市
内
旅
館
に
宿
泊
。
翌
日
関
釜
連
絡
船
に
乗

船
、
港
を
離
れ
る
ま
で
救
命
胴
衣
を
着
け
、
船
室
に
す
し
詰
め

状
態
で
あ
っ
た
。

無
事
釜
山
到
着
、
軍
用
列
車
に
て
一
路
満
州
へ
。
ハ
ル
ビ
ン

を
過
ぎ
る
こ
ろ
よ
り
車
窓
に
氷
が
つ
き
、

寒
さ
が
増
し
て
き
た
。

②
　
十
一
月
一
日
、
黒
河
省
■
琿
着
。
直
ち
に
満
州
第
六
一
二

部
隊
第
六
中
隊
（
歩
兵
砲
）
に
配
属
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
参
戦
の
旧

式
九
四
式
三
七
ミ
リ
速
射
砲
の
訓
練
を
受
け
、
二
十
年
二
月
十

一
日
無
事
一
期
の
検
閲
を
終
わ
り
、
一
応
陸
軍
二
等
兵
の
体
裁

を
整
え
る
。
極
寒
零
下
三
〇
度
Ｃ
の
訓
練
は
大
変
厳
し
く
、
多

く
の
戦
友
が
赤
痢
に
倒
れ
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

迎
春
、
花
の
咲
く
こ
ろ
、
二
站
に
第
二
線
陣
地
構
築
の
た
め

天
幕
生
活
に
入
り
、
連
日
陣
地
掘
り
作
業
を
続
け
る
。
間
も
な

く
独
立
混
成
第
一
三
五
旅
団
編
成
、
私
は
独
立
歩
兵
第
七
九
五

大
隊
（
不
朽
三
七
五
六
三
）
に
編
入
、
歩
兵
砲
小
隊
（
小
隊
長

仲
田
見
習
士
官
）
に
所
属
。
二
站
の
第
一
大
隊
陣
地
構
築
に
従

事
中
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
突
然
ソ
連
軍
は
一
方
的
に
不

可
侵
条
約
を
破
棄
、
国
境
線
を
突
破
す
る
。

第
一
大
隊
は
早
急
に
■
琿
陣
地
配
備
の
命
令
あ
り
、
我
々
は

南
丘
陣
地
に
入
り
、
歩
兵
第
二
中
隊
と
共
に
配
備
に
つ
き
、
被

服
等
の
支
給
、
本
部
へ
急
造
爆
雷
の
受
領
、
各
人
の
蛸
壺
掘
り

な
ど
を
行
い
、
初
め
て
窮
坑
内
に
入
る
。

③
　
連
日
敵
機
に
よ
る
機
銃
掃
射
、
我
が
方
は
対
空
火
器
が
な

い
た
め
、
超
低
空
の
攻
撃
に
応
戦
は
す
る
な
と
の
命
令
が
あ
り
、

蛸
壺
で
身
を
守
る
の
み
。

そ
の
う
ち
、
■
琿
駅
方
面
よ
り
の
砲
撃
、
黒
龍
江
よ
り
の
艦

砲
射
撃
は
熾
烈
を
極
め
た
。
我
々
の
陣
地
は
中
央
に
近
い
高
地

に
あ
る
た
め
展
望
が
よ
く
、
敵
の
動
き
が
見
え
、
艦
砲
射
撃
の

火
を
吹
く
瞬
間
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る
。
直
接
敵
対
し
な

い
砲
弾
に
む
ざ
む
ざ
命
を
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ヒ
ュ

ル
ヒ
ュ
ル
と
音
が
す
る
と
蛸
壺
に
身
を
隠
す
。

我
が
小
隊
の
装
備
は
三
七
ミ
リ
速
射
砲
二
門
の
み
、
そ
の
う

ち
一
門
に
七
曲
方
面
の
敵
戦
車
の
攻
撃
命
令
が
あ
り
、
植
村
軍

曹
以
下
出
陣
、
帰
っ
て
き
た
話
に
よ
れ
ば
、
敵
戦
車
に
は
歯
が

立
た
ず
、
弾
丸
が
跳
ね
返
り
、
敵
戦
車
の
攻
撃
に
よ
り
擱
坐
さ



れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

夜
空
に
曳
光
弾
が
光
り
、
陣
地
を
真
昼
の
よ
う
に
照
ら
し
出

す
。
北
満
の
大
き
な
や
ぶ
蚊
の
襲
撃
、
銃
弾
の
炸
裂
音
、
一
寸

先
も
見
え
ぬ
漆
黒
の
闇
。
そ
の
こ
ろ
、
■
溝
子
陣
地
の
全
滅
、

表
門
方
面
の
激
戦
、
ま
た
、
敵
兵
が
野
戦
病
院
方
面
に
出
没
な

ど
の
情
報
が
入
り
、
陣
地
は
完
全
に
包
囲
さ
れ
て
お
り
、
死
に

場
所
は
い
よ
い
よ
こ
こ
か
と
覚
悟
を
決
め
た
。
不
思
議
に
死
の

恐
怖
は
な
か
っ
た
と
今
も
記
憶
し
て
い
る
。

④
　
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
一
日
、
我
々
の
守
備
を
す
る
南
丘

陣
地
の
下
の
凹
地
に
は
砲
兵
陣
地
が
あ
り
、
連
日
猛
爆
を
受
け

て
い
た
が
、
朝
か
ら
一
発
の
銃
声
も
聞
こ
え
ず
静
か
な
夜
明
け

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
停
戦
が
決
ま
り
、
部
隊
は
■
溝
子
方
面
で

武
装
解
除
と
の
命
令
あ
り
、
後
々
使
用
で
き
ぬ
よ
う
に
速
射
砲

の
さ
せ
ん
部
を
草
む
ら
に
投
げ
捨
て
、
持
て
る
限
り
の
食
糧
、

甘
味
品
な
ど
を
持
っ
て
集
合
。
先
の
こ
と
は
分
か
ら
ぬ
ま
ま
だ

が
、
こ
れ
で
戦
争
は
終
わ
り
、
な
ぜ
か
ホ
ッ
と
し
た
。

命
令
一
下
、
混
乱
も
な
く
■
溝
子
に
向
け
出
発
。
途
中
一
般

婦
女
子
が
ソ
連
兵
に
引
き
立
て
ら
れ
、
陣
内
に
向
か
っ
て
い
る
。

軍
隊
の
庇
護
も
な
く
、
い
っ
ぱ
い
の
荷
物
を
背
負
う
姿
は
心
細

く
、
我
々
も
捕
虜
の
身
、
何
と
も
残
念
で
な
ら
な
い
。
■
溝
子

に
集
結
、
各
々
武
器
を
山
積
み
に
す
る
。
ソ
連
兵
が
我
々
の
身

体
検
査
を
行
う
が
、

キ
ャ
ラ
メ
ル
を
見
て
不
思
議
そ
う
に
す
る
。

食
べ
て
み
せ
る
と
初
め
て
納
得
、
以
後
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
寄
こ
せ

と
せ
が
む
。
初
め
て
見
る
食
い
物
ら
し
い
。

武
装
解
除
後
、
い
よ
い
よ
集
結
地
孫
呉
に
向
か
う
。
途
中
の

満
人
の
家
々
や
往
き
交
う
マ
ー
チ
ョ
に
は
赤
い
布
切
れ
が
は
た

め
い
て
お
り
、
さ
す
が
は
国
境
の
住
民
は
対
応
が
早
い
の
で
驚

い
た
。
行
軍
中
、
隊
列
を
離
れ
た
者
や
遅
れ
た
者
に
は
、
容
赦

な
く
ソ
連
兵
は
発
砲
す
る
。
命
が
け
の
行
軍
で
あ
る
。

⑤
　
孫
呉
で
は
元
官
舎
に
入
り
、
毎
日
糧
秣
整
理
の
作
業
に
駆

り
出
さ
れ
、
間
も
な
く
作
業
第
一
一
大
隊
を
編
成
、
満
州
の
鉄

道
は
破
壊
さ
れ
て
通
れ
な
い
の
で
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
東
京
ダ
モ
イ
だ
と
だ
ま
さ
れ
、
歩
か
さ

れ
た
。
黒
河
に
到
着
、
い
よ
い
よ
赤
い
国
ソ
連
に
入
る
の
だ
。
江
岸

に
近
い
官
舎
跡
に
入
り
、
軍
隊
時
代
の
記
録
、
貯
金
通
帳
等
を

焼
却
。
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
上
陸
、

集
結
地
に
向
か
う
。
見
物
の
市
民
が
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ハ
ラ
キ



リ
な
ど
罵
声
を
浴
び
せ
、
唾
を
吐
き
つ
け
る
。
女
子
が
裸
足
で

い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
郊
外
に
天
幕
を
張
り
野
営
。
先

に
来
て
い
る
者
、
続
々
到
着
す
る
者
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
始
ま

り
で
あ
る
。

次
々
と
貨
車
に
乗
り
込
み
出
発
す
る
が
、
我
々
の
隊
に
は
命

令
が
こ
な
い
。
皆
■
琿
で
戦
い
、
勇
猛
で
あ
っ
た
の
で
、
帰
し

て
く
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
が
飛
ぶ
。
そ
の
う
ち
出
発

命
令
。
徒
歩
で
市
内
を
行
進
、
江
岸
に
近
い
廃
屋
に
着
く
。
窓

も
入
っ
て
お
ら
ず
床
も
な
い
。
早
速
公
園
に
行
き
、
落
ち
葉
を

集
め
て
床
に
敷
き
、
寝
に
着
く
。
翌
朝
、
食
器
洗
い
の
と
き
、

手
が
食
器
に
く
っ
っ
く
、
か
な
り
寒
い
。
時
に
十
月
一
日
、
こ

れ
か
ら
の
極
寒
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

⑥
　
入
ソ
以
来
、
日
増
し
に
寒
さ
が
増
し
て
く
る
。
着
衣
は
満

州
時
代
の
ま
ま
で
あ
る
。
五
百
人
ほ
ど
収
容
さ
れ
て
い
る
ア
ム

ー
ル
州
第
十
一
収
容
所
で
は
、
入
ソ
以
来
一
度
の
入
浴
も
な
く
、

体
は
垢
に
ま
み
れ
、
虱
は
わ
き
放
題
だ
。
毎
日
カ
ン
テ
ラ
の

灯
で
三
十
匹
ほ
ど
つ
ぶ
す
。
ま
た
翌
日
同
じ
数
の
風
が
わ
い
て

い
る
。
そ
の
う
ち
発
疹
チ
フ
ス
が
蔓
延
。
四
〇
度
の
高
熱
が
続

き
、
舎
内
に
て
死
亡
す
る
者
が
出
て
、
棺
桶
に
入
れ
て
積
み
上

げ
、
棺
桶
が
足
り
な
く
な
る
と
一
個
に
二
人
を
収
容
し
、
板
が

不
足
し
た
の
で
厠
の
囲
い
の
板
で
つ
く
り
、
死
体
が
溜
ま
る
と

馬
車
に
積
み
墓
地
に
運
ぶ
。
墓
地
の
穴
は
、
毎
日
使
役
で
穴
掘

り
に
出
掛
け
る
。
明
日
は
我
が
身
の
墓
穴
を
自
ら
掘
っ
た
。

⑦
　
我
が
小
隊
の
仕
事
先
は
主
に
精
穀
工
場
と
火
力
発
電
所
で
、

精
穀
工
場
で
は
大
豆
、
小
麦
、
燕
麦
な
ど
の
貨
車
、
船
の
積
み

下
ろ
し
及
び
袋
詰
め
が
主
な
仕
事
で
あ
る
。
発
電
所
で
は
、
ト

ロ
ッ
コ
で
の
石
炭
運
搬
、
ボ
イ
ラ
ー
焚
き
で
あ
る
。
発
電
所
で

は
、
帰
り
に
バ
ー
ニ
ャ
（
蒸
し
風
呂
）
に
入
れ
る
の
で
有
り
難

か
っ
た
。
そ
の
他
、
機
械
工
場
、
パ
ン
工
場
、
ビ
ー
ル
工
場
、

製
粉
工
場
、
ウ
オ
ッ
カ
工
場
な
ど
の
石
炭
運
搬
、
雑
役
で
あ
る
。

各
仕
事
先
で
は
完
成
度
に
よ
り
ノ
ル
マ
の
パ
ー
セ
ン
ト
が
渡
さ

れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
食
事
の
差
別
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ノ
ル
マ
は
職
場
の
責
任
者
の
感
情
に
よ
っ
て
、
楽
な
仕
事
に

一
二
〇
％
か
ら
一
五
〇
％
も
あ
れ
ば
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
ま
で

働
か
さ
れ
て
七
〇
～
八
〇
％
と
様
々
で
あ
る
。

通
常
は
八
時
間
労
働
で
週
一
日
の
休
日
が
あ
る
が
、
夕
食
後

召
集
が
か
か
り
、
石
炭
下
ろ
し
の
夜
間
作
業
で
あ
る
。
特
に
厳



寒
時
の
貨
車
下
ろ
し
は
悲
惨
で
あ
る
。
空
腹
の
上
、
疲
労
困
憊

し
て
い
る
。
ま
し
て
深
夜
の
寒
さ
は
格
別
で
あ
る
。
何
ぶ
ん
に

も
貨
車
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
到
着
す
れ
ば
即
石
炭
を
下
ろ

し
、
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
の
連
続
で

あ
る
。
ま
た
、
船
が
入
れ
ば
発
電
所
の
夜
勤
明
け
で
も
、
荷
下
ろ
し

の
召
集
が
か
か
る
、
問
答
無
用
で
あ
る
。
即
荷
下
ろ
し
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
イ
ヨ
ー
ル
（
少
佐
）
の
命
令
だ
と
い
う
。

カ
ン
ボ
ー
イ
に
、
労
働
者
の
国
で
強
制
不
当
労
働
を
な
じ
り
、

マ
イ
ヨ
ー
ル
の
非
人
間
的
な
命
令
を
非
難
す
る
と
、
収
容
所
長

の
コ
ー
チ
キ
ン
は
怒
り
出
し
鞭
を
振
り
上
げ
た
。
今
は
こ
れ
ま

で
と
覚
悟
を
決
め
た
が
、
さ
す
が
に
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
な
く

ホ
ッ
と
し
た
。

⑧
　
入
ソ
時
は
病
弱
者
、
健
康
者
の
区
別
な
く
作
業
に
駆
り
出

さ
れ
た
。
強
者
は
弱
者
を
庇
い
、
頭
数
を
揃
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
初
の
冬
に
死
者
続
出
。
そ
れ
に
驚
い
た
上
層
部
は
、
入
浴
を

週
一
回
始
め
た
。
洗
面
器
一
杯
の
水
で
体
を
洗
い
、
鰊
樽
に
つ

か
る
入
浴
は
有
り
難
か
っ
た
。
衣
服
の
虱
の
駆
除
を
行
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
ソ
連
軍
医
少
佐
（
愛
称
オ
キ
ン
チ
ャ
ン
）
の
健
康

診
断
が
あ
り
、
熱
の
あ
る
者
は
入
室
、
重
症
者
は
病
院
送
り
と

な
る
。
作
業
場
へ
の
出
発
ご
と
に
人
員
点
呼
を
行
う
が
、
彼
ら
は
乗

算
が
で
き
な
い
の
で
、
五
列
縦
隊
に
並
べ
、
数
え
る
。
帰
っ
た

と
き
も
同
じ
く
人
員
点
呼
を
行
う
。
往
復
は
ダ
ワ
イ
ダ
ワ
イ
の

連
続
で
、
体
の
悪
い
者
が
隊
列
よ
り
遅
れ
る
と
容
赦
な
く
床
尾

板
で
小
突
く
。
週
一
回
収
容
所
の
人
員
点
呼
が
あ
る
。
た
い
が

い
日
曜
日
の
朝
食
後
行
わ
れ
る
が
、
何
ぶ
ん
数
字
に
弱
い
ソ
連

兵
の
こ
と
で
あ
る
、
人
員
を
数
え
る
の
に
昼
ご
ろ
ま
で
は
か
か

る
。
零
下
数
十
度
の
中
、
戸
外
で
の
人
員
点
呼
の
苦
痛
は
想
像

を
絶
す
る
苦
難
で
あ
る
。

着
衣
は
入
ソ
時
の
着
の
身
着
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
冬
は
防
寒

外
套
、
防
寒
靴
の
支
給
が
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
旧
関
東
軍
の
も

の
で
あ
っ
た
。

主
に
満
州
よ
り
運
ん
で
き
た
雑
穀
、
高
粱
、
粟
、
燕
麦
、
豌

豆
を
ス
ー
プ
状
に
し
た
粥
が
缶
詰
の
空
き
缶
に
朝
夕
一
杯
、
昼

は
黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
一
個
、
朝
夕
食
は
一
週
間
く
ら
い
は
同

じ
雑
穀
が
続
き
、
豌
豆
の
場
合
は
、
粥
状
に
な
ら
な
い
の
で
、

一
杯
当
た
り
十
二
粒
く
ら
い
数
え
ら
れ
る
豆
汁
で
あ
っ
た
。
二



十
二
年
に
入
り
籾
が
割
り
当
て
ら
れ
、
水
筒
に
入
れ
棒
で
突
つ

き
脱
穀
を
し
、
炊
事
に
納
め
、
粥
に
炊
き
上
げ
、
入
ソ
以
来
初

め
て
米
を
口
に
し
た
。
籾
殻
が
多
く
、
一
口
ご
と
に
吐
き
出
す

の
に
苦
労
し
た
。
魚
は
鰊
の
塩
漬
、
鶏
の
頭
と
足
が
樽
詰
で
入

り
、
い
ず
れ
も
二
年
目
よ
り
ス
ー
プ
と
し
て
出
さ
れ
た
。

収
容
所
は
入
所
後
改
造
さ
れ
、
三
段
に
仕
切
ら
れ
、
座
っ
て

頭
が
つ
か
え
る
く
ら
い
の
高
さ
で
、
病
弱
者
は
下
段
に
、
健
康

者
は
二
、
三
段
に
、
足
と
頭
を
交
互
に
毛
布
各
人
一
枚
を
広
げ

て
重
ね
、
寒
さ
を
凌
い
だ
。
採
暖
は
壁
際
に
ペ
ー
チ
カ
が
あ
り
、

燃
料
は
廃
材
を
集
め
て
燃
や
し
た
が
常
に
寒
く
、
採
光
は
小
さ

な
窓
が
少
々
。
二
年
目
以
降
、
死
亡
者
が
多
く
出
た
た
め
、
環

境
に
は
う
る
さ
く
な
り
、
巡
察
の
前
に
は
必
ず
舎
内
の
石
灰
塗

り
を
さ
せ
ら
れ
た
。

洗
脳
教
育
は
、
田
中
、
西
村
氏
ら
を
長
に
、
主
に
日
本
新
聞

に
よ
る
教
育
を
行
う
が
、
田
中
氏
ら
は
、
何
が
何
で
も
生
き
て

日
本
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
表
面
上
で
も
よ
い
か
ら
協

力
し
て
く
れ
と
言
う
。
我
々
下
級
兵
士
は
ど
ち
ら
で
も
よ
く
、

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア
ム
ー
ル
州
の
収
容
所
で
成
績
（
民

主
化
度
）
が
一
番
と
の
こ
と
で
、
ダ
モ
イ
も
一
番
早
か
っ
た
。

⑨
　
抑
留
中
は
、
他
を
顧
み
る
余
裕
は
な
い
。
神
仏
も
な
く
、

た
だ
自
分
が
い
か
に
生
き
延
び
る
か
、
明
日
は
我
が
身
。
ノ
ル

マ
達
成
は
集
団
の
責
任
、
弱
い
人
の
分
は
進
ん
で
働
い
た
。
何

が
何
で
も
日
本
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
度
赤
十
字
の
通
信
が
許
さ
れ
た
が
、
も
し
死
ん
だ
ら
家
族

を
悲
し
ま
せ
る
だ
け
に
な
る
の
で
、

ハ
ガ
キ
は
出
さ
な
か
っ
た
。

帰
還
し
て
分
か
っ
た
が
、
郷
土
で
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
来
信
が

な
い
の
で
心
配
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑩
　
第
十
一
収
容
所
で
帰
還
を
知
ら
さ
れ
名
前
を
呼
ば
れ
た
が
、

将
校
は
除
外
さ
れ
、
二
段
貨
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
一
日
じ
ゅ
う

走
る
か
と
思
え
ば
、
半
日
く
ら
い
は
停
止
す
る
と
い
う
不
定
期

走
行
で
ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
、
幕
舎
生
活
を
始
め
、
乗
船
待
ち
。

そ
の
こ
ろ
の
ナ
ホ
ト
カ
港
は
建
設
途
上
で
、
毎
日
山
か
ら
港
へ

石
運
び
、
作
業
が
終
わ
る
と
民
主
化
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
赤
化
教

育
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
赤
旗
の
歌
を
覚
え
さ
せ

ら
れ
、

ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
に
忠
誠
を
誓
う
署
名
を
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
に
従
わ
な
い
作
業
大
隊
は
逆
送
さ
れ
、
重
労
働
に
つ
か
せ

ら
れ
る
と
脅
か
さ
れ
、
逆
送
さ
れ
た
大
隊
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。



い
よ
い
よ
乗
船
の
日
が
来
た
。
港
に
日
の
丸
の
旗
が
は
た
め

く
。
明
優
丸
の
タ
ラ
ッ
プ
に
足
を
か
け
た
瞬
間
、
こ
れ
で
帰
れ

る
ん
だ
と
感
無
量
で
あ
っ
た
。

船
が
港
を
離
れ
、
周
り
か
ら
馬
鹿
野
郎
、
馬
鹿
野
郎
と
罵
声

が
飛
ん
だ
。
日
本
海
は
大
荒
れ
で
、
甲
板
の
仮
設
便
所
が
波
に

さ
ら
わ
れ
て
い
た
。
舞
鶴
に
近
づ
い
て
、
あ
の
荒
涼
た
る
シ
ベ

リ
ア
と
比
べ
何
と
美
し
い
こ
と
か
、
箱
庭
を
見
る
よ
う
で
あ
っ

た
の
を
今
で
も
思
い
出
す
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日
、

無
事
上
陸
。

⑪
　
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
商
売
を

転
々
と
し
、
三
年
目
に
本
業
の
機
業
を
始
め
、
紆
余
曲
折
は
あ

っ
た
が
、
ソ
連
生
活
を
偲
び
、
励
み
に
も
し
て
き
た
。

思

い

出
　 

長
野
県
　
宮
下
章
人
　 

陸
軍
航
空
敞
の
軍
属
と
し
て
、
昭
和
十
三
年
よ
り
ハ
イ
ラ
ル

で
陸
軍
の
外
郭
組
織
と
し
て
の
航
空
廠
に
勤
務
し
て
い
た
。
昭

和
十
八
年
現
役
兵
と
し
て
孫
呉
の
第
六
四
二
野
戦
防
空
大
隊
に

入
隊
。
こ
こ
で
基
礎
教
育
終
了
後
、
下
士
官
志
願
兵
と
し
て
大

連
教
育
隊
に
入
隊
、
約
半
年
間
の
教
育
を
受
け
る
。
終
了
後
、

原
隊
復
帰
。
本
隊
は
サ
イ
パ
ン
に
転
戦
し
、
残
留
部
隊
と
と
も

に
鞍
山
防
空
大
隊
に
転
属
し
、
防
空
の
任
務
に
つ
く
。
昭
和
二

十
年
八
月
九
日
ソ
連
参
戦
と
同
時
に
、
首
都
防
衛
の
た
め
新
京

に
転
戦
し
、
首
都
防
空
作
戦
の
任
務
に
つ
く
。
間
も
な
く
終
戦

と
な
り
、
公
主
嶺
で
武
装
解
除
を
受
け
る
。

や
が
て
ソ
連
軍
の
命
に
よ
り
黒
河
に
集
結
、
黒
龍
江
河
畔
で

野
宿
を
し
な
が
ら
船
を
待
つ
。
そ
の
う
ち
、
ソ
連
船
か
中
国
船

か
不
明
だ
が
古
び
た
船
が
来
て
乗
船
し
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン

ス
ク
に
上
陸
、
こ
こ
か
ら
貨
車
に
乗
り
、
途
中
下
車
し
て
、
馬

鈴
薯
掘
り
な
ど
の
作
業
を
し
、
二
、
三
日
後
、
セ
ミ
チ
ヤ
ソ
フ

（
山
林
鉄
道
七
十
キ
ロ
地
点
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
の
収
容
所
に

約
二
百
名
と
と
も
に
収
容
さ
れ
る
。

収
容
所
で
の
労
働
は
、
伐
採
と
材
木
の
貨
車
積
み
の
重
労
働
。

食
糧
と
い
え
ば
燕
麦
、
高
粱
が
少
量
。
空
腹
と
寒
さ
で
作
業
は

は
か
ど
ら
な
い
上
に
、
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
る
。
ノ
ル
マ
に
よ

り
食
事
の
量
も
決
ま
る
。

イ
タ
チ
ご
っ
こ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。




